
壊れた機器 (Broken Device) 

解説 
伊佐 碩恭 (HIR180) – IOI 2014日本代表 



問題概要 





L* = 1 (8点) 





L* = 1 (8点) 

以下の例では左半分に壊れた箇所があるため、 

…. …. 



L* = 1 (8点) 

左半分は全く使わない。(すべて0に設定) 

…. …. 



L* = 1 (8点) 

右半分はすべての桁が生きているので、普通に送れる。 

…. …. 1 0 1 0 1 



L* = 15 (41点) 





L* = 15 (41点) 

 組の中で1つでも壊れている場合は無条件で「00」を送るこ
とにする。 

 

 両方生きている場合は左に1、右に送りたい桁を設定する。 



L* = 15 (41点) 

 組の中で1つでも壊れている場合は無条件で「00」を送るこ
とにする。 

 

0 0 



L* = 15 (41点) 

 両方生きている場合は左に1、右に送りたい桁を設定する。 

 

1 0 

1 1 



L* = 15 (41点) 

 こうすることで、少なくとも75-15 = 60桁の情報を送れるた
め、Xを正しく伝えることができ、41点が得られる。 



L* = 20 (51点) 





L* = 20 (51点) 





L* = 24 (59点) 

 さっきの場合、3桁中1つしか壊れていない場合でも他の2つ
も無効化してしまっていて無駄が多い。 

 

 3桁中1つしか壊れていないような組も情報を持たせたい。 

 

 例えば以下のように3桁の0/1列と0,1,2を対応させる: 

 「001」「110」: 0 

 「010」「101」: 1 

 「100」「011」: 2 



L* = 24 (59点) 





L* = 37 (85点) 

 L* = 15の解法をもう一度振り返ってみましょう 



L* = 15 (41点) (再掲) 

 組の中で1つでも壊れている場合は無条件で「00」を送るこ
とにする。 

 

 両方生きている場合は左に1、右に送りたい桁を設定する。 



L* = 15 (41点) (再掲) 

 組の中で1つでも壊れている場合は無条件で「00」を送るこ
とにする。 

 

 両方生きている場合は左に1、右に送りたい桁を設定する。 

(「10」「11」) 

 



L* = 15 (41点) (再掲) 

 組の中で1つでも壊れている場合は無条件で「00」を送るこ
とにする。 

 

 両方生きている場合は左に1、右に送りたい桁を設定する。 

(「10」「11」)← ？？？？？？？ 

 



L* = 37 (85点) 

 組の中で1つでも壊れている場合は無条件で「00」を送るこ
とにする。 

 

 両方生きている場合は 「10」「11」「01」を送る 

 



L* = 37 (85点) 





L* = 40 (100点) (解法1) 

 L* = 20の解法をもう一度振り返ってみましょう  

 



L* = 20 (51点) (再掲) 





L* = 40 (100点) (解法1) 

 これまでと同様に3桁中2つ生きている組も情報を送ることを
考える。 

 

 3桁の0/1列とXに関する情報をうまく対応させることで、3桁
とも生きている組は2桁, 2つ生きている組は1桁の情報を必ず
送ることができる例を示す。 



L* = 40 (100点) (解法1) 

 対応の例 

「000」: 何も情報を送らない 

「001」: 「1」を送る 

「010」: 「0」を送る 

「011」: 「10」を送る 

「100」: 「00」を送る 

「101」: 「01」を送る 

「110」: 「1」を送る 

「111」: 「11」を送る 



L* = 40 (100点) (解法1) 

 3桁とも使えるなら当然2桁の情報を送れる。 

 

 1つ壊れている時でも「1」を送ることはできる。 (「001」と
「110」がどちらも「1」を表し、どちらかは送ることができ
るから) 

 

 「0」を送りたいときは、「010」が対応するので、真ん中の
桁が壊れていなければOKで、その時は「100」と「101」が
それぞれ「00」と「01」に対応しているから2桁の情報を送
ることができる。 



L* = 40 (100点) (解法1) 





L* = 40 (100点) (解法2) 

 L* = 37の解法をもう一度振り返ってみましょう  



L* = 37 (85点) (再掲) 

 組の中で1つでも壊れている場合は無条件で「00」を送るこ
とにする。 

 

 両方生きている場合は 「10」「11」「01」を送る 

 



L* = 37 (85点) (再掲) 

 組の中で1つでも壊れている場合は無条件で「00」を送るこ
とにする。 



L* = 40 (100点) (解法2) 

 2桁中片方生きているのにそれを潰すのは勿体ない 

 



L* = 40 (100点) (解法2) 

 もし「01」か「10」を送りたいタイミングで、丁度良く2桁
のうち片方が壊れた組が来てくれると想定より多く情報を送
ることができそう 

0 1 

1 0 



L* = 40 (100点) (解法2) 





L* = 40 (100点) (解法2) 





L* = 40 (100点) (解法2) 

 また、「2つとも桁が壊れている組」が3個以上存在すれば何
も考えずにXを送ることができるので、悪意をもって作られた
ケースに対しても、桁の番号をシャッフルしておくことで
(シャッフルの仕方はAnnaとBrunoで共有しておく)、壊れた
箇所をランダムに配置できるとみなせる。 

 

 以上の乱択的な方針で、高確率で通すことができる。 
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